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ロームグループのCSRマネジメントの基盤は、企業目的・方針の浸透と実践の徹底を図ることです。そのため、ステークホルダーごとの目

指すべき取り組みをロームグループCSR基本方針に定めています。このCSR基本方針に従い、グローバルな活動を着実に展開していま

す。

また、CSRレポートやステークホルダーダイアログなどを活用した双方向のコミュニケーションを通じ、お客さま、お取引先さま、社員、株

主・投資家の皆さま、社会・地域の皆さまの声を活動の中に織り込み、優先的に取り組む重点課題については、経営戦略に反映させ、

PDCAサイクルを通じて継続的な取り組みを実施しています。

ロームグループは、企業目的・方針に基づく活動をグローバルに実践することで、企業価値を高め、「持続可能な社会への変革」と「ローム

の長期的な成長」を両立させるイノベーションを創出し続けます。

我々は、企業目的・方針に則り、グローバルな視点で誠実に事業活動を行い、社会の持続的な発展に貢献します。また、以下のと

おりあらゆるステークホルダー（利害関係者）の皆さまと良好な関係を構築し、社会からの信頼を得て、企業の持続的な発展を目

指します。

お客さま

我々は、お客さまに対しては、優れた品質、性能を有する製品と適時的確なサービスを安定的に供給するこ

とにより、お客さまの満足と信頼を得ることを目指します。また、お客さまへの誠実な対応を心がけ、製品の

安全性を最優先し、それに関する情報の適切な開示に努めています。

お取引先さま

我々は、お取引先さまに対しては、公正で合理的な基準によってお取引先さまを選定するとともに、お取引

先さまとの信頼関係を大切にし、対等かつ公正な取引を行い、お互いが繁栄することを目指しています。

社員

我々は、社員に対しては、安全・快適で働きやすい職場環境を確保するとともに、人間性と個性を尊重し、

公正で明るい職場をつくり、一人ひとりの働きがいを高めることを目指しています。
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株主・投資家の皆さま

我々は、株主・投資家の皆さまに対しては、継続的な企業価値の向上を実現させ、適正な利潤を確保するこ

とにより、株主・投資家の皆さまへ還元することを目指すとともに、積極的かつ幅広いIR活動を通じて説明責

任を果たしています。

社会・地域の皆さま

我々は、社会・地域の皆さまに対しては、各国、地域社会との交流を深め、それぞれの文化、歴史を尊重す

るとともに、社会貢献活動や文化・芸術活動などの実施または支援活動を行っています。また、事業活動を

通じた地球環境保全活動を積極的に行っています。

ロームはグローバル企業として、持続可能な社会へ向けて国連グローバル・コンパクトへ参加するなどCSR体制強化に向けて積極的に取

り組んでいます。 

CSRのかかわる領域は多岐にわたり、環境やガバナンス、リスクマネジメントなど幅広い領域をカバーしているため、これらを有効かつ効

率的に推進していくことが重要になります。ロームでは各委員会組織を横断的に統括し、戦略的なCSR体制を推進しています。 

社長を委員長としたCSR委員会は、長期的な展望や目先の課題、多様なステークホルダーからの要望に対し、迅速な意思決定を図ること

ができ、国連グローバル・コンパクトやISO26000を織り込んだ具体的な実行計画を審議し、決定することができます。

CSR推進体制
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2010年11月、国際標準化機構（ISO）から世界の様々な組織体が社会的責任を推進するうえで参考となるガイダンス規格「ISO26000」が発

行されました。 

ロームでは、グループ全体に対してISO26000の7つの中核主題などの国際的な基準に従い、事業活動を検証していきます。 

ISO26000とは

国際標準化機構（ISO）によってマルチステークホルダー・プロセス

で開発された、あらゆる種類の組織に向けた、社会的責任に関す

る規格。組織の社会的責任の包括的な目的は、持続可能な発展

に貢献すべきと定義された。

※持続可能な発展（Sustainable Development） 

将来の世代の人々が自らのニーズを満たす能力をそこなうことなく、

今日の世代のニーズを満たすような発展

ヨーロッパでは2006年にRoHS指令※1が施行、2007年にはREACH

規則※2が発効され、人の健康や環境に影響を及ぼす可能性のあ

る化学物質に対する使用の禁止や、登録・評価・認可・制限が厳し

く求められています。ロームグループでは環境関連法で規制され

ている物質や自主的に禁止している物質なども含めて77物質を禁

止物質として定め、環境に配慮した対応を心がけています。

※１ RoHS指令 ： 欧州危険物質使用制限指令 

電気・電子機器に対する特定有害物質の使用を制限するEU指令。

※２ REACH規則 ： 欧州化学物質規制 

化学物質に関する「登録」「評価」「認可」および「制限」に関する指

令。

アメリカでは、お客さまに安して使用していただくためには、特許中

心とした知的財産権の確保と運用が不可欠です。そのため、特許

の申請を積極的に進めており、特許登録件数は、日本を上回る件

数で推移しています。

また、ハラスメントで企業の事業継続が困難となることもありえま

す。コンプライアンスを徹底し、ハラスメントが起きない組織風土を

構築するとともに、防止に向けた積極的な取り組みの実施に努め

ていきます。
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ロームグループはグローバルな事業展開を積極的に推進し、生産

比率は62％に達しています。顧客密着型の事業を展開するため、

海外生産拠点をアジアに集約しています。近年、アジアは目覚しい

成長を遂げており、急速な社会構造の変革を伴っています。そうし

た中、より社員の声を吸い上げる仕組みが必要となってきていま

す。ロームグループは国内外を通じ社員の意見に耳を傾けるた

め、労働組合や従業員代表制を設け良好な労使関係の構築に努

めています。

文化的な産学連携も行っており、タイの生産拠点では、国立大学と

連携し日本語コースの新設など、社員が就業後に日本語を学べる

環境を整備し、教育機会の提供を行っています。そのほか、マング

ローブの植林などの緑化活動、地域清掃活動、環境保護活動、教

育活動にも積極的に取り組んでいます。

また、ロームグループでは国内外を問わず地域特性を十分理解し

た環境への取り組みが重要と考えています。事業活動を行う上で

環境負荷を低減するため、フィリピンの生産拠点では、近隣のフィ

リピン最大のラグナ湖への排水放流を行わず、排水クローズド処

理システムを導入し、環境保護に努めています。このシステムは、

化学的中和処理された排水をさらに凝縮し、乾燥機によって完全

に蒸発させることで無害化を図る画期的なシステムです。このよう

な地道な活動を展開することで自然環境との共存を図っています。

グローバルな事業展開の中核としてCSR活動の推進のため、コン

プアンス・環境保全・情報開示・リスク管理・BCMなどの全社委員

会を設け、社会的責任を実践するように努めています。また、CSR

を推進する専門組織として、CSR推進室を設置し、CSRのグローバ

ル展開を推進する役割を担っています。社長直轄のCSR委員会を

新設することで、CSRの長期的な展望と目先の課題、多様なステ

ークホルダーからの要請に対し、迅速な意思決定が出来る体制に

移行します。また、2011年5月、国連グローバルコンパクトへの支

持を宣言し、ロームグループの経営戦略および日々の企業活動に

積極的に取り入れていきます。

不正防止にも積極的に取り組んでおり、本社のみならず国内外の

関係会社にコンプライアンスホットラインを設け、公正な事業慣行

に努めています。原材料などの調達に対しては、本社で主材料を

一括購買しており、お取引先さまに対しCSR調達の徹底を図るた

めアンケートや監査を実施しています。

ロームグループのお客さまは、主にエレクトロニクス産業や自動車

産業のメーカーですが、その先には消費者がいます。私たちは消

費者が安全に利用できる最終製品や、より環境に負荷をかけない

ような製品づくりをしなければなりません。製品に含まれる化学物

質管理を徹底し、お客さまや消費者に対して情報開示を進める一

方、主要な製品におけるカーボンフットプリント※3の算出に着手す

るなど、LCA（ライフサイクルアセスメント）によるトータルで環境負

荷の少ない製品を供給しています。

※３ カーボンフットプリント ： 製造から廃棄までのライフサイクルの各過

程で排出された温室効果ガス排出量を合算し、それをCO2排出量

に換算して表示すること。
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クリーンルームの様子

ロームでは、「品質第一」を企業目的に掲げ、お客さまからの要求に迅速かつ安定的に、

優れた性能と機能を有した製品を提供するため、品質保証体制を絶えず強化していま

す。すべての工程で品質部門が関与していますが、中でも「新製品企画」「設計・試作」と

いった源流段階で参画しているのが大きな特徴となっています。これにより過去に生じた

トラブルやお客さまの使用を想定したリスク分析などが可能となり、デザイン・レビュー

（DR）へと反映させ、お客さま視点での品質が実現されています。

さらに、車載電装品に特化したLSI商品開発部門を有しているのも他社にはあまり見られ

ない特徴の一つです。お客さまに迅速かつ密着した対応をとり、問い合わせをいただい

てから24時間以内に第一報を報告することを目標に活動しています。

近年、自動車の電子化を背景に車載機器向けの電子部品市場が急拡大しています。一

方で、自動車はたった一つの小さな部品の不良が、大きな事故につながる可能性もあり

ます。したがって、10年以上の長期耐久性の保証、不良ゼロ、さらに近年では対象を限

定するためのトレーサビリティなど、要求されるレベルはほかの製品に比べても格段に

高いものとなっています。このため、ロームでは、お客さまの要求レベルやJASO／AEC

／ISOといった公的規格を十分に把握した上で、さらにそうした要求に先回りするための

対応を行っています。

まず、世界のどの工場からも同じ品質レベルの製品を安定的に供給できる体制を整えて

います。人（MAN）、設備（MACHINE）、材料（MATERIAL）、方法（METHOD）の4Mを同一

にすることで製品のばらつきを最小限に抑えています。次に、独自のスクリーニング基準

を設けています。例えば、お客さまから85℃の環境下で保証が求められる場合、ローム

ではその評価を限界点（150℃以上）まで行い、全数では125℃で試験を行っているので

す。これによって、設計に対する余裕度（ロバスト性）を確保し、高い品質の製品の提供

が可能となります。そして、試験頻度やサンプルの保管期間の個別化なども図っていま

す。特に自動車のように使用期間が長く、一つの不具合が重要視される場合、不具合が

発生した場合でも、早急に製品の波及範囲の特定・原因が明らかになるよう、ロットごと

のサンプル保管をしています。

さらに、車載機器に特化したLSI商品開発部門を有しているのも特徴の一つです。このグ

ループの主な役割は、自動車特有の過酷な使用環境を想定した機能／回路を設計段階

で織り込んでいくことです。具体的には、車載用製品の磨耗や劣化とそのメカニズム、限

界寿命の把握などになります。部品メーカーでは、内因と時間的な劣化メカニズムは把

握できても、出荷して消費者の手に渡った後の外因についての情報はなかなか入手で

きません。これまでは、部品単体で「不良を作らない」あるいは「壊れない製品」に主眼を

置いてきましたが、さらにお客さまの視点に立ち、さまざまな使用方法について自動車メ

ーカーなどと十分に協議を重ねながら、データ収集を行っています。限界評価と想定され

るお客さま側での使用方法を正確に把握することで要求に応じた製品をタイムリーに提

供することを可能にしています。

 

最新鋭の分析・解析装置によりスピーディー

に対応

 

ロットごとにサンプルを保管し、トレーサビリ

ティを確保

 

品質保証部 浅野 浩司（左） 

品質保証部 廣本 秀樹（右）
高品質や高信頼性に対するロームの取り組みの成果は、「インテリジェント・カー」と呼ば

れ電子化を背景に進化を続ける自動車の発展になくてはならないものとなっています。
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ロームグループの品質保証体系

世界10カ所に配置されたQAセンター
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ロームでは、企業がお客さま、お取引先さま、株主・投資家の皆さま、社会・地域の皆さまそして社員など、すべてのステークホルダーに支

えられた存在であるとの認識に基づき、企業の運営および行動が公正性、健全性、透明性に根ざしたものでなければならないと考えてい

ます。そして、ステークホルダーに配慮した企業価値の向上を目指し、的確かつ迅速な経営判断を行える体制を構築するとともに、経営監

視機能の強化を図り、コーポレート・ガバナンスの充実に努めています。

◇取締役会（取締役）

ロームでは、取締役会において、おのおの独立性を有した取締役

が、グループ経営に関し、十分な議論の上に的確かつ迅速に意思

決定を行うことができるよう、その人数を10名以内と定め、その機

能を高めています。また、社外取締役2名を選任し、取締役による

相互監督機能の強化を図っています。取締役会は、経営上の重要

事項について決定を行うほか、取締役の業務執行の監督を行って

います。また、それぞれの担当に精通した取締役は、その業務に

責任と権限を持つ一方で、日常的に議論し相互に監督を行ってい

ます。 

取締役の役員報酬および役員賞与の決定にあたっては、当該期

の連結経常利益を評価指標とする業績連動型報酬制度の導入に

より、取締役の経営責任の明確化に努めています。

◇監査役会（監査役）

経営の透明性・客観性を確保するため、監査役会は、5名の監査

役全員を社外監査役で構成しています。各監査役は、取締役会そ

のほかの重要な会議への出席や業務の調査などを通じて、取締

役の業務執行に対する監査を行っています。また、会計監査人や

内部監査部門と連携し、監査精度の向上と効果的な改善を図って

います。

◇各種委員会

CSR委員会のもと、情報開示、リスク管理、コンプライアンスなどに

ついて、それぞれ専門委員会を設置し、豊富な経験や専門知識を

有する委員による討議を経て、より適切な判断を行うとともに、啓

発活動などを通じて法令遵守を徹底し、コーポレート・ガバナンス

の強化を図っています。

◇内部監査部門

ロームは内部監査部門として、監査室を設置しています。監査室

は、ロームグループ全体の業務について、役員・社員との面談や

文書・帳票類の査閲などの監査を行うとともに、監査役や会計監

査人とも連携することにより、社内規定の準拠性、資産の健全性な

どの監査を実施しています。

◇内部統制

ロームは、グループ会社に共通する標準書の制定・運用などを通

じ内部統制制度を整備し、財務報告の信頼性を確保するだけでな

く、業務プロセスを適正に維持し、事業活動にかかわる法令などの

遵守、資産の保全を図っています。2010年度に実施した経営者評

価および監査人による監査の結果、財務報告に係る内部統制に、

重大な不備・欠陥は発見されませんでした。

コーポレート・ガバナンス体制図
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防火対策委員会と専門部会に

よるパトロールと会議および職

場ごとの火元責任者、地震対策

担当者などによる自主点検によ

って防火管理の強化を図り、火

災・災害リスクの低減を推進して

います。

ロームでは2011年6月に、ロームグループのリスク発生を最小限にとどめるとともに、災害などが発生した場合において円滑な事業継続ま

たは復旧を図るため、従来機能していたリスク管理委員会、BCM※推進プロジェクトを統合し、リスク管理・BCM委員会として新たに組織し

ました。

※BCMとはBusiness Continuity Managementのこと。以下“BCM”

ロームでは、リスク管理が、ロームグループのコーポレート・ガバナンスにかかわる重要事項であることを認識し、経営に重大な影響を及

ぼすリスクの予防に努め、リスク発生による企業としての損失を最小限にとどめるよう努めています。 

また、リスク管理規定において重要なリスクを、品質異常、生産、物流、自然災害、情報通信、人事、財務などの分野ごとに定義付けて、

全事業におけるリスク分析および優先順位付けを行っており、リスクにかかわる主管担当部署が、グループ会社を含めてこれらを管理し

ています。重要なリスクやリスク予防体制はリスク管理・BCM委員会が確認をする体制となっています。

リスク管理・BCM体制図

ロームでは大地震や新型インフルエンザの流行などにより、事業の縮小（停止）を余儀なくされた場合に、限られた人的・物的資源を重要

業務に集中させ、お客さまへの影響を最小限にとどめ、事業を継続または速やかに再開させるためBCM体制を構築しています。

秋の火災予防運動での全社防

災パトロール

社員、来客の安全確保のため緊急地震速報を活用した自動緊急

放送を導入し、社内定着のため訓練放送を実施しています。また、

防災倉庫を設置し、救助資機材をはじめ事業復旧に向けての食料

品、生活用品などを備蓄しています。

緊急地震速報の受信画面 防災倉庫に格納された備蓄品
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有事に備えて自衛消防隊組織を編成し、各社の状況に応じて小型

動力ポンプ、化学防護服、防災防火衣、救助資機材などを配備し

ています。また、災害発生時に迅速かつ適切な活動ができるよう火

災や地震を想定した実践的な消火訓練、危険物を取扱うクリーン

ルームでの訓練、地震発生想定訓練も実施しています。さらに地

域防災への協力として各地域の訓練大会や総合避難訓練に積極

的に参加しています。

訓練大会 A地区総合避難訓練

2009年度にはA/H1N1型のインフルエンザが流行したため、その

対策として、社員に対してマスクなど保護具の社内着用の斡旋、

出社前の検温、手指消毒液の設置などを行いました。A/H1N1型

のインフルエンザの流行は一旦終息しましたが、今後もこういった

インフルエンザが発生するリスクは存在しています。ロームでは今

後も保護具や食料品の備蓄、社員への啓蒙など、継続して実施し

ていきます。
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1．人権・労働 … 強制的な労働の禁止など

2．安全衛生 … 機械装置の安全対策、職場の安全・衛生など

3．環境 … 製品に含有する化学物質の管理など

4．公正取引・倫理 … 優越的地位の濫用の禁止など

5．品質・安全性 … 製品安全性の確保など

6．情報セキュリティ … コンピュータ・ネットワークの脅威に対する 

防御など

7．社会貢献 … 社会・地域への貢献など

公正で合理的な基準によってお取引先さまを選定するとともに、お取引先さまとの信頼関係を大切にし、対等かつ公正な取引を行い、お

互いが繁栄することを目指しています。

ロームでは、以下の項目をロームグループの調達方針として定め、お取引先さまからご理解を得られるよう努めています。

ロームグループ調達方針

関係法令を遵守し、環境保全・資源保護に配慮した取引を目指します。1.

お取引先さまに対しては、常に対等な立場で接し、公明正大な取引を目指します。2.

お取引先さまとのコミュニケーションを大切にし、良好な関係づくりを目指します。3.

ロームグループの基本的な考え方を理解していただけること1.

健全な事業経営を推進していること2.

品質・納期・安定供給を保証していただけること3.

競争力のある価格であること4.

優れた技術と新規性がある開発力を有していること5.

サービス、情報提供に協力的であること6.

環境保全へ積極的に活動していること7.

CSRを積極的に推進していること8.

企業倫理が浸透していること9.

ロームグループでは、お取引先さまへの工場監査結果、環境評価

認定結果、ISO取得状況などをチェック項目に加え、定期的に取引

先評価を行っています。 

また、下記の項目をCSRの推進項目と定め、お取引先さまに対し

ても、CSRに配慮した事業活動を積極的に行っていただけるように

お願いしています。

～ 取引基本契約書における遵守事項 ～

��

CSR Report 2011 ＜詳細版＞ ステークホルダーの皆さまとのかかわり



2011年度、私たちはすべてのお取引先さまとEICC(電子業界行

動規範：Electronic Industry Code of Conduct）に基づく遵守契

約を締結します。そのため、2010年度にはマレーシアの生産拠

点のすべてのお取引先さま120社に対してCSR調査票の依頼・

回収を行いました。独自の評価基準結果では、カテゴリーAの

お取引先さまが82.5％、カテゴリーBのお取引先さまが17.5％と

なりました。2011年度もこのCSRプログラムを継続するととも

に、6月、10月、12月にはお取引先さまの監査も予定していま

す。この活動は私たち自身のCSRへの理解と浸透にもつなが

り、サプライチェーン全体でのCSRの向上に努めていきます。

評価基準

カテゴリー 点数

A 105-70

B 69-53

C 52-35

D 35～

 

ROHM-Wako Electronics 

(Malaysia) Sdn.Bhd. 

Manager,Business Department 

Wong Pui Li

構成物質一覧表

マレーシアの事例

環境に優しいものづくりは、ロームグループのみが環境負荷物質低減の取り組みを推進するのみならず、あらゆる材料・副資材を納入し

ていただいているお取引先さまとともに環境負荷物質の低減に取り組む必要があると考えています。

環境負荷がより少ない製品を製造するため、ロームグループすべてのお取引先さまに、環境管理システムのよ

り一層の強化をお願いするとともに、納入いただく材料・副資材すべてに対してロームが規定した使用禁止物質

の不使用・非含有の保証をお願いしています。 

また、ロームグループでは製品を構成する材料、部品すべての構成要素についても、環境負荷物質の情報を的

確に把握し、使用禁止物質が製品に混入しない仕組みを構築しています。今後も、管理体制のより一層の強化

と、お取引先さまとの相互理解を深め、環境に配慮した製品づくりに努めていきます。 

2010年度は、改定を行った「グリーン調達ガイドラインREV.002」に沿って、ロームグループすべてのお取引先さ

まより、環境負荷物質の情報を提供していただくよう活動してきました。

グリーン調達基準書 グリーン調達ガイドラインREV.002
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http://www.rohm.co.jp/employment/abroad/staff.html

安全・快適で働きやすい職場環境を確保するとともに、人間性と個性を尊重し、公正で明るい職場をつくり、一人一人の働きがいを高める

ことを目指しています。

ロームは、国際労働機関（ILO）による「労働における基本原則及び権利」を尊重し、ロームグループ全体のスタンダードとして強制労働や

児童労働の禁止、機会均等と多様性の尊重、性別・年齢・国籍・人種・民族・信条・宗教・社会的身分および身体障がいを理由とした不当

な差別の禁止、結社の自由および団体交渉の自由を規定し、一人一人の人権を尊重しています。 

また、早期段階から京都人権啓発企業連絡会に加盟し、積極的に人権啓発運動に参加しています。その一つとして、2009年12月11日、

人権啓発企業連絡会の全国集会が京都で開催され際には、ロームは常任幹事会社としてその企画、運営に協力しました。

事業のグローバル化に伴い、働く社員も多様でなければならないと考えています。多様な個性を持つ者同士が意見をぶつけ合うことで、

新たな発想や革新的な新製品・新技術やサービスが生まれると信じています。

◇グローバルな人材雇用

ロームでは、外国人学生の積極的な採用をワールドワイドに推進

しています。2009年度は7%、2010年度は10%、2011年度は14%と

年々その採用者比率を高めてきています。 

教育面においても、入社者はもちろんのこと、受け入れ部署にもメ

ンター制度を導入するなど、相互理解を深める取り組みを行ってい

ます。さらには、留学生からの多岐にわたる質問に答えるため、留

学生専用のホームページを整備し、内容の充実を図っています。

これからも国籍を越えグローバルに広く活躍できる人材を採用・育

成していきます。

<活躍する外国人社員（留学生採用HP）>

◇ポジティブアクション

電子部品メーカーというと男性社員が多いイメージを持たれがちで

すが、ロームにおいて女性社員の比率は約25％となっており、女

性社員の活躍が事業活動の上で大きな役割を果たしています。

また従来、女性の活躍が少なかった、開発、営業といった職種でも

新卒採用の女性比率を向上（2010年度新卒採用女性比率：営業

職約35％、技術職約10％）させており、元気な女性社員が活躍し

始めています。 

このほか、2011年7月に「女性活躍プロジェクト」を発足させ、女性

が結婚、妊娠、出産などのライフイベントを迎えても継続して就業

できるよう、制度の整備、風土の醸成に社員の声に耳を傾けなが

ら、今後も取り組んでいきます。

 

出産・育児・介護に関する制度

をイントラネット上で公開

 

出産を迎えた社員に贈る 

メッセージカード 

上段：人事部、下段：所属部署

http://www.rohm.co.jp/employment/gradu/staff03.html

<活躍する女性社員>
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◇ノーマライゼーションの推進（障がい者雇用）

2010年度の障がい者雇用率

は、ローム単体で1.86％、ロー

ムグループ全体では2.0％以上

を確保しています。ロームグル

ープ全体の雇用率は2004年度

以降、7年連続で、法定雇用率

を上回る率を維持しています。

2009年度、障がい者が就業する作業所では、QCサークル活動※を

導入し、業務改善活動はもとより、モチベーション向上に役立てて

います。 

また、能力開発の一貫、職業的自立意識の奮起を支援するため

に、アビリンピックへの参加を推奨しています。

※QC（Quality Control）サークル活動とは、同じ職場内で、製品や

サービスの品質管理や改善、不具合事項の低減、安全対策な

どに小集団で取り組む活動のこと。

障がい者雇用率（ロームグループ）

ワークライフバランスは、個人にとっても会社にとっても重要なこと

です。柔軟な働き方を提供することで、充実した生活を送ることや

貴重な経験を学ぶことができ、そういった経験から刺激を受け、仕

事に対するモチベーションの向上や新たな発想にもつながります。 

ロームでは、2010年度から子どもが小学校3年生になるまでの短

時間勤務制度を導入し、育児休暇の一部を有給化できる制度を導

入しました。これにより4名の男性社員が育児休暇を取得しました。

ワークライフバランスの施策を充実させ、労働環境の整備に努め

ています。

社員が抱える悩み、相談を聴く相談室を人事部に設けています。

「職場の人間関係に関する相談」「キャリアに関する相談」「ハラス

メントに関する相談」を、電話・メール・面談で行っています。また、

女性が相談しやすいよう、女性相談員を配置しています。

ロームでは、社員が安心して働ける職場環境づくりを目指して、福

利厚生制度の充実を進めています。 

2009年度には「食生活向上委員会」を発足し、食堂の改善だけで

はなく、全社員が日々健康に過ごすため、「食」に興味を持ち「食生

活」に対する意識向上をサポートするため、「お酢のちから」「大豆

のススメ」といった食育セミナーを開催し、「食育」にも力を入れてい

ます。 

また社員参加イベントとして、2007年から毎年、社員とご家族向け

に「夏休み電子工作教室」を開催しています。毎年テーマを決め、

そのテーマに沿った電子工作を行っており、2010年度は、手動式

発電機の制作やセンサを利用したミニカーの制作などを行い、300

人以上の社員、ご家族に体験していただきました。

2010年度「夏休み電子工作教

室」の様子
「食生活向上委員会」からのお

知らせポスター

ロームでは、営業、開発など部門別の研修にも力を注いでいます。

2009年度からは営業マンの早期育成を目的として営業教育プロジ

ェクトを立ち上げ、入社8年目までの教育体系を整備し実施してい

ます。このほか、専門教育プログラムなども含めた2010年度の研

修受講者は延べ1,792人にのぼります。これは1年間に社員の半数

近くが何らかの研修を受講したことになります。

◇グローバルな活躍を支援する仕組み

ロームは、2009年度グローバル人材育成制度を整備しました。社

員一人一人が、それぞれのステージで最大限の力を発揮できるよ

うに、キャリアプランを社員に提示しています。 

管理、営業部門では、活躍のフィールドを広く世界に持ちたいとい

う人材を育成し、世界各地へと派遣しています。入社時より、自身

のキャリアを意識させて、世界へ羽ばたく人材となる夢を持たせ、

それが実現できるようキャリアプランニングや研修の実施という形

でサポートしています。

 

キャリアプラン（営業職）
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フィリピン大統領出席の授

賞式（2011年3月24日）

ロームは、年齢や性別に関係なく実力のある人材を積極的に登用

し、社員の意欲を業績につなげています。業績に貢献した社員に

対しては、社長賞として表彰し、表彰金を贈呈するなど、社員の創

意を引き出し、成果に報いる仕組みを取り入れています。 

2010年度社長賞表彰式では、金賞、銀賞、銅賞の計169件の表彰

を行いました。また、ロームでは、社員のアイディアを業務に生か

すため改善提案活動も実施しており、日常のちょっとした気付きか

ら大きな改善効果を生むものも多くあります。効果の大きな改善提

案は表彰し、モラールの向上を図っています。今年度の「改善提案

コンテスト」には610件の応募があり、優秀賞として77件を表彰しま

した。

社員に今後のキャリア形成の意向を確認するために「自己申告」を

実施し、その内容を参考にしながら適材適所の配置に努めていま

す。「自己申告」では昨年一年間の業務の振り返りも行うことから、

社員一人一人の能力向上にも役立っています。

全社員を対象に社員意識調査を継続的に実施しています。満足度

の高低、具体的な改善項目、部門・コース・年齢などの違いによる

格差などを統計的に抽出し、社員の声を人事施策に反映させてい

ます。 

具体的には、主任・係長・管理職研修といった研修を充実させ、教

育機会の拡大、情報管理関連のインフラの整備を行いました。

理工系学生および留学生を対象にインターンシップを実施し、2010

年度は13名の学生を受け入れました。研究・開発・生産・広報部門

での就業体験を通じて、社会人として働くイメージづくりや、進路選

びなどについてサポートを行いました。 

また、2010年度に引き続き2011年度も早稲田大学と共同で講義、

ディスカッション、ワークショップ一体型のインターンシップを実施

し、大学との連携強化と人材育成を推進しています。

 

インターンシップ風景

フィリピンの事例

フィリピンの生産拠点では、2011年3月、フィリピン経済特区庁

より「2010年度優秀雇用者賞」および社会貢献賞」をダブル受

賞しました。「優秀雇用者賞を初

めて受賞するとともに、社会貢献

賞は2度目の受賞となります。社

員との対話の場である労使委員

会活動と、環境、安全、社会貢

献に関する継続的な取り組みが

高く評価されました。
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◇17年間休業災害ゼロ達成

ローム本社は17年間休業災害ゼロを継続しています。2011年8月

には労働時間換算で連続6,900万時間に達し、現在も記録更新中

です。2004年には労働基準監督署から最上位（第五種）の記録と

なる「無災害記録証」を受け、今後も災害ゼロを目指した活動を継

続していきます。

 

第五種無災害記録証

 

休業災害ゼロ17年達成ポスター

◇ロームグループ労働災害発生状況

安全衛生活動の充実により、近年は年間数件から十数件の災害

件数となっています。

ロームグループ労働災害発生状況

◇装置など導入時の安全管理

装置導入時に安全基準を設け、不安全な設備の使用をなくし、労

働災害の防止を進めています。

◇慢性毒性物質の取り扱い管理

ロームでは「変異原性が認められた化学物質による健康障害を防

止するための指針」を遵守するため、独自に慢性・毒性物質の管

理ルールを定め、ばく露の防止や環境測定を実施し、安全性の確

保を図っています。

◇安全衛生教育

定期的な社内安全衛生教育の実施、また社外講習会への派遣に

より、法的に必要な資格のみならず安全衛生関連の資格取得を推

進しています。ロームでは、国家資格である衛生管理者（衛生工学

衛生管理者）資格を350名が取得し、また安全管理者や有機溶剤

作業主任者についてはのべ2000名超の社員が教育を修了してい

ます。

 

安全衛生講習会
 

リスクアセスメント講習会

 

ライフゼム講習会
 

VDT作業管理者講習会

◇交通安全教育

社内で独自の厳しい社用車免許制度を導入しており、研修や同乗

指導を行っています。また、マイカーやバイク、自転車通勤者に対

して、交通安全意識高揚のための講習受講を義務付けており、あ

わせて交通事故防止委員会による会社周辺道路および駐車場・駐

輪場パトロールを実施するなど、交通事故防止活動のみならず通

勤マナー向上の啓蒙活動も実施しています。

 

シートベルト立哨
 

自転車講習会

◇AED（自動体外式除細動器）の設置

社内にAED（自動体外式除細動器）

を建物ごとに設置しており、多くの社

員がいざというとき慌てず取り扱える

ように講習会を開催し、数百人規模

AED設置事例

でAED取り扱い可能者の養成を図っ

ています。
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専属産業医 宮川園子

◇作業環境測定

社員の健康障害予防のため、特殊健康診断を実施し、加えて作業

環境測定を定期的に実施しています。測定範囲は、直接薬品を暴

露する危険性の少ない環境であっても対象に含めて実施していま

す。なお測定結果は、20年以上にわたり、ローム本社のすべての

作業場（2010年度は計309件測定）において、作業環境管理の状態

としては適切である“第1管理区分”となっています。

作業環境測定

◇メンタルヘルス対策

社員のメンタルヘルス対策として、セルフケアとラインケアのメンタ

ルヘルス研修の実施や、パンフレットやメンタルヘルス啓蒙チラシ

などを配布し、啓蒙活動を行っています。また、カウンセラー資格を

持つ社員による相談窓口や、医務室に常駐の看護師（心理相談

員）による相談、加えて精神科医による診察で、心のケアと職場の

改善に日々取り組んでいます。

 

管理者向けメンタルヘルス研修 コミュニケーションセミナー

健康保持増進を目的とした「健康づくり委員会」を組織し、社員の健康づくりのためにさまざまな活動を行っています。

◇「歩こう会」の開催

ロームの代表的な行事である「歩こう会」は、毎年春と秋に開催し

ており、社員やその家族等約200名の参加者があり、季節や景色

を満喫しながら数キロ歩いた後、参加者でさまざまなゲームやイベ

ントなどで交流を深め、楽しく健康的な休日を過ごします。「歩こう

会」は今春で37回目を迎えました。

 

歩こう会

◇「ドッヂビー大会」の開催

「ドッヂビー大会」を毎年開催しており、第5回大会では職場の仲間

や同期同士などで結成された16チーム合計160名を超える参加が

ありました。チーム対抗で優勝を目指し、白熱した試合が繰り広げ

られるなど、試合を通じてチームワークが深まったことで、「職場の

仲間の団結力を高めることができた」という声もありました。今後も

継続して、さまざまなスポーツイベントを実施していきます。

 

ドッヂビー大会

◇メンタルヘルスに関するイベントやセミナーを企画

健康づくり委員会では、運動習慣の定着、生活習慣の改善、リラク

ゼーションなどメンタルヘルスに関する意識を高めるために、さま

ざまなイベントやセミナーを企画し、随時開催しています。また、社

員が自分の体力を定期的に確認するため、毎年一回社内のフィッ

トネスルームで体力測定を実施しています。
アンチエイジングセミナー アロマクラフトセミナー

健康の保持・増進に向けて

ローム医務局では産業医と看護師が常駐し、健康診断結果に基づいて、生活習慣病予

備軍の早期発見を目指し、随時面談を行っています。精査加療が必要な社員は直ちに

診療を開始します。特に海外赴任や長期出張時にはメールや電話で連絡をとりながらご

家族を含めての健康管理を行っています。また、メンタルヘルス不調に対するケアも重要

視し、精神科専門医による診察と心理相談員による細やかなフォローを行っています。
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株主還元の実績推移

（年度） 2006 2007 2008 2009 2010

配当金（円） 100 230※ 130 130 130

1株当たり当期 

純利益（円）
413.57 284.66 89.76 65.10 88.07

※2007年度の配当金には、創業50周年特別配当（100円/株）を含みます。

 

アニュアルレポート

http://www.rohm.co.jp/financial/index-j.html

継続的な企業価値の向上を実現させ、適正な利潤を確保することにより、株主・投資家の皆さまへ還元することを目指すとともに、積極的

かつ幅広いIR活動を通じて説明責任を果たしています。

株主さまへの利益配分については、業績、財務状況および将

来の企業価値向上に向けた事業投資のための資金需要など

を総合的に勘案した上、その期待に応えられるような施策を

推し進めています。

世界中の株主・投資家の皆さまに対して公正で正確な、また理解しやすい情報をタイムリーに開示するなどのIR活動を通じて積極的なコミ

ュニケーションを図っています。

◇ホームページでの情報開示

個人投資家の皆さまにもタイムリーに

情報を提供するため、ホームページに

株主・投資家の皆さま向けのページを

設けています。決算短信、有価証券報

告書等の法定開示書類に加えて、ア

ニュアルレポート、決算説明会資料、

財務データの推移など、幅広い投資関

連情報を分かりやすく掲載していま

す。

<株主・投資家情報>

◇決算説明会、インフォメーションミーティング

リサーチアナリストやファンドマネージャーなど、機関投資家の皆さ

まに対して決算説明会を開催するとともに、海外の投資家さま向け

にIRロードショーを毎年2回実施しています。

 

証券アナリスト・機関投資家さま

向け決算説明会

 

海外での投資家さま向け説明会
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各国、地域社会との交流を深め、それぞれの文化、歴史を尊重するとともに、社会貢献活動や文化・芸術活動などの実施または支援活動

を行っています。また、事業活動を通じた地球環境保全活動を積極的に行っています。

ロームは、社会に有用な新しい技術を開発することが、文化や社

会の進歩向上に資するものと考え、国の研究機関、大学、異分野

企業などと積極的に広く連携しています。特に産学連携をより深く

進めるため、立命館大学、同志社大学、京都大学の敷地に「ロー

ム記念館」を建設・寄贈するというかたちで積極的なプロジェクトの

具現化を図っています。

立命館大学ローム記念館 

立命館大学 

びわこ・くさつキャンパス内 

2000年4月開設

同志社ローム記念館 

同志社大学京田辺キャンパス内 

2003年9月開設 

京都大学ローム記念館 

京都大学桂キャンパス内 

2005年5月開設

◇清華大学（中国北京市）にローム記念館「清華ローム電子工程

館」が完成

ロームと清華大学は、2006年4月に正式合意した「包括的産学連

携契約」をきっかけとして、「通信・放送」「バイオチップ/PDCT

（Point of Care Testing）」「パワーデバイス＆システム」「光デバイ

ス＆アプリケーション」などの分野において、研究者の相互派遣

や、清華-ローム技術フォーラムの開催など積極的な産学連携を

進めています。 

こうした活動を背景にして、より長期的な観点で活発な研究開発活

動を進めたいとの両者の意向が一致し、2008年9月に、「清華ロー

ム電子工程館」の建設に合意し、建設が進められてきました。2011

年4月には、清華大学100周年記念式典に合わせて建物が完成

し、完成を記念したオープニングセレモニーも開催されました。 

今回完成した「清華ローム電子工程館」が世界的なエレクトロニク

ス技術の進歩に向けて大きな成果を生み出すことをご期待くださ

い。

 

清華ローム電子工程館
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http://www.rohm.co.jp/rohm-kun/

立命館大学、同志社大学のローム記念館、また早

稲田大学のROHM SQUAREにおいて、学生向け

の会社説明イベントを毎年行っています。パネル

やデモ機の展示でロームの開発する製品や独自

の技術を紹介したり、社員による技術説明会を開

催したりするなど、理工学系以外の学生にも最新

エレクトロニクスに触れてもらえる機会を設けてい

ます。

立命館大学 同志社大学 早稲田大学

◇京都モノづくりの殿堂に協力

子どもたちのモノづくりの体験が少なくなり、興味・関心が希薄にな

る中、「ものづくり都市・京都」の特性を生かし、小中学生がモノづく

りを学び・体験する機会を創出することを目的に、京都市立の小・

中学生が社会活動を疑似体験できる「京都まなびの街 生き方探求

館」が、2009年2月12日京都市上京区にオープンしました。ローム

は、その考えに賛同し、探求館内の「京都モノづくりの殿堂」にブー

ス展示をしています。 

ブースは、京都市で創業した16企業の創業者の物語や製品開発

の苦労話など、子どもたちに分かりやすい展示内容になっていま

す。また、モノづくりの楽しさを実感してもらうため、2010年6月より

同建物内の工房において、小学生にLEDを使った電子工作の授業

を実施しており、2010年度は808名が参加しました。

 

ブース見学の様子
 

授業風景

◇環境学習授業

ロームでは2010年度より京都市内の小学校へ向けた環境学習授

業を開始しました。 

授業では、手動発電機を使ったLEDと豆電球の消費電力の比較

や、暗くなるとLEDが光る回路など、さまざまな実験をします。この

実験を通じ小学生が家庭でできる節電活動について意識し、環境

に対する関心を高めてもらえたのと同時に、モノづくりの楽しさも学

んでもらうことができました。

 

小学生への環境授業の様子
 

実験に取り組む生徒たち

◇子どもたちの科学への関心を高める「ローム君の新・博物日記」

ロームは、子どもたちに少しでも科学する心をつちかっていただけ

ればと、昔話に隠れているいろいろな不思議を科学的な視点で見

つめる「ローム君の新・博物日記ー昔ばなしを科学するー」シリー

ズ46話をホームページで公開しています。

 

<ローム君の新・博物日記>
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http://www.rohm.co.jp/rmf/

・奨学金 ：月額300千円／名

・給付人数 ：80名前後／年

・給付期間 ：原則1年間（更新可。但し、原則4年間まで）

優れた音楽は、人と人を結び、芸術と文化の可能性を実感させてくれる素晴らしい世界です。ロームでは、音楽文化の普及と発展に寄与

し、若き才能を育み、音楽を通じ心豊かな潤いある社会環境の形成を願い、数多くのコンサートを企画・開催してきました。これからもロー

ムは、さらに幅広い音楽支援活動を目指していきます。

◇小澤征爾音楽塾への協賛

「若い音楽家を育てたい」という小澤征爾氏の熱い思いに賛同し、

2000年に始まったオペラ・プロジェクト以来、協賛しています。

2009年度 

≪オーケストラ・プロジェクトⅠ≫

4/06：京都、 4/09：東京、

4/13：天津、 4/15：北京、

4/17：上海

≪オペラ・プロジェクトⅩ≫

7/20：横浜、 7/23：東京、

7/26：大津、 7/29：名古屋、

8/01：浜松

（2010年度は公演中止）

◇コンサートの開催・支援

世界的な大家から、将来が期待される若手まで、多彩な音楽家の

コンサートを開催・支援しています。

 

公益財団法人ロームミュージックファンデーション

音楽文化の普及、発展に寄与することを目的に、1991年に設立。音楽活動の実施

と助成、音楽を学ぶ学生に対する奨学援助などを行っています。

<公益財団法人のホームページはこちらをご覧ください。>

◇ロームミュージックファンデーションの一部事業紹介

奨学援助

音楽を学ぶ学生に対して1991年より奨学金を給付し、若い人た

ちの学ぶ環境の充実に取り組んでいます。過去の奨学生の中

からは、ベルリン・フィルハーモニー管弦楽団コンサートマスター

の樫本大進氏や、フランス・ブザンソン国際青年指揮コンクール

第1位の下野竜也氏など現在活躍する音楽家を多数輩出してい

ます＜過去奨学生：326名＞。

音楽セミナー

世界的に活躍されている音楽家を講師に迎え、プロの音楽家の

育成を目的としたセミナーを1992年より計20回開催しています。

これまでに延べ弦楽器クラス154名、管楽器クラス149名、指揮

者クラス61名が受講しています。

<撮影 佐々木卓男>

京都・国際音楽学生フェスティバル

音楽を通じた国際交流と若き音楽家達の育成を目的に、1993年

より計18回、世界の代表的な音楽学校から選ばれた学生たちを

京都に招き、開催しています。 

2010年度は107名を招き、これまでに招いた学生は延べ2,057名

となりました。

<撮影 佐々木卓男>
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ローム ミュージック ファンデーション オーケストラのコンサートと

CD発行への助成

日本の音楽文化の普及・向上と演奏記録の保存に貢献するた

め、2007年度より、日本のプロ・オーケストラを対象に、コンサー

トとコンサート演奏曲目などのCD発行への助成を開始し、音楽

学校等へ寄贈しています。これまでに助成してきた件数は延べ

40件となりました。

 
※音楽の友社主催 平成21年度 第47回 レコード・アカデミー賞 特別

部門 特別賞 受賞

ローム ミュージック ファンデーション SPレコード 復刻CD集、日

本SP名盤復刻選集 Ⅰ～ⅤおよびDVDの発行

Ⅰ：2004年9月発行、Ⅱ：2006年1月発行、

Ⅲ：2007年9月発行、Ⅳ：2009年6月発行

2011年2月発行

日本における西洋音楽とのかかわり、その作曲や演奏の歴史を

振り返るため、CD集および解説DVDを制作・発行し、音楽学校・

図書館等に寄贈しました。

※復刻選集Ⅴの制作・発行に対して、2009年度には第64回 文化庁

芸術祭賞レコード部門 優秀賞を受賞。

ロームは、日本の宮崎県口蹄疫被害や東日本大震災、中国の青

海省地震に対し、災害義援金を寄付しました。

“学生のまち京都”で約50大学の学生が中心となって企画し、産学

官一体の“京都学生祭典”が行われています。22万人以上の集客

を誇る京都の一大祭典を、ロームは特別パートナーとして支援して

います。 

「京都のまちを学生のパワーでもっと元気にしたい」という学生たち

の熱い思いを応援して、地域密着型の社会貢献に取り組んでいま

す。

  

2010年度ポスター

ロームは地域社会の活動や福祉・教育活動などに企業として積極

的に参加するとともに、スポーツ・文化芸術活動に協賛することで

も社会貢献を行っています。ロームのこれらの活動に対する経済

的側面での支援状況は産学連携に対する費用を含めて、2010年

度において9億2千8百万円となりました。

社会貢献活動に対する支出の内訳（2010年度）
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